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大学図書館と連携した
レファレンスPOP制作について

小 泉 真 理

1.　はじめに
本学司書課程情報サービス演習Ⅰでは発信型情報

サービス演習として、レファレンス POP の制作実習
を平成 26 年度より行っている。本稿では実施経緯、
令和 4 年度受講学生の制作実習、大学図書館での展
示、令和４年度受講学生の作品を中心に報告する。

2.　実施経緯
図書館法施行規則の一部を改正する省令により、

平成 24 年４月 1 日から、司書資格取得のための「図
書館に関する科目」が改正され1）、現在の課程に移
行した。但し移行には猶予期間があり、本学司書課
程では平成 26 年度 3 年次生からの移行となった。こ
れは当時の司書課程主任であった現・本学名誉教授　
小西和信先生による、より良い授業にするためには
情報収集と多くの準備期間が必要、という方針に
よった。

現在の課程カリキュラムでは、情報サービス関連
の演習科目は「情報サービス演習」である。但し本
学では従来通り、演習科目は紙媒体のレファレンス
ブックを主体とする情報サービス演習Ⅰと、デジタ
ルのレファレンスツールを主体とする情報サービス
演習Ⅱに分割実施することになった。発信型情報
サービスは紙媒体の演習として、情報サービス演習
Ⅰの担当となった。これからの図書館の在り方検討
協力者会議が定めた「司書資格取得のために大学に
おいて履修すべき図書館に関する科目（試案）一覧」
では、発信型情報サービス演習は１回分の授業とし
て、パスファインダーの作成が示されている2）。パ
スファインダーは、その図書館のコレクションや
サービスを対象に作成する3）。従って授業内で作る
場合は、作成法を事前に講義し、授業当日に本学大
学図書館でコレクションやサービスを調査し、教室
で文書作成をするという流れを検討した。しかしな
がら本学大学図書館は多くの図書を所蔵しているた
め、図書館内での作業と教室内での文書作成を一回

の授業で行うには時間が足らない。また文書作成は
推敲作業があるため、PC 利用が便利であるが、当
時の教室には学生用の電源が用意されていなかっ
た。従って電源を使用せずに、一回の授業で完結で
きる他の課題を検討した。

平成24年5月に行われた日本図書館情報学会春季
研究集会で、京都女子大学の桂まに子先生が「情報
サービス演習と「レファレンス POP」：発信型情報
サービス向上の一助となる新ツールの開発」を発表
された4）。その発表中、桂先生は、発信型情報サービ
ス演習としてレファレンス POP 制作を全国の司書
課程に広めたい、と述べられた。本学司書課程情報
サービス演習Ⅰでは、桂先生の発表にヒントを得て、
平成 26 年度より発信型情報サービス演習として、レ
ファレンス POP の制作実習を行うことにした。

3.　令和４年度受講学生の制作実習
令和４年度のレファレンス POP 制作実習は、後期

の第 13 回目の授業日とした。第 12 回目授業日での
事前説明では、構想を練る時間を持てないと判断し、
後期第 1 回目の授業日に実習内容を説明した。本稿
では第 1 回目授業日での課題説明、レファレンス
POP 制作実習当日の状況を報告する。

3.1.　第 1回目授業日での課題説明

図 1 は第１回目の授業日に POP 制作実習の説明
に用いたパワーポイント画面である。

POP 対象とする図書は、情報サービス演習Ⅰで勉
強予定のレファレンスブックであると説明した。レ

図 1　レファレンス POP制作課題説明

第１３回授業時間中に、以下要項で各自１枚制作。
授業終了後に課題レポートと一括して提出。本要項に
従って各自準備をしておくこと

・ＰＯＰ対象とする図書：
レファレンスブック評価レポートで評価したレファレンスブック
・ＰＯＰに記載する事項（表側）
①タイトル ②著者・編者 ③請求記号 ④コメント
※④コメントは、簡単な内容紹介・利用用途紹介、
キャッチコピー等を書く

・ＰＯＰに記載する事項（裏側）
学科名、氏名

【【ＰＰＯＯＰＰにに記記載載すするる内内容容】】

●●第第１１３３回回授授業業ででのの実実習習内内容容

第第１１３３回回 レレフファァレレンンススＰＰＯＯＰＰ制制作作実実習習ににつついいてて（（１１））

１１－－１１９９
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ファレンスブックは辞書、事典、便覧等の「調べる
ための本」である。従って POP に記載するコメント
は、自分で考えたその本の簡単な紹介文と共に、ど
のような時に使うかやキャッチコピーを書くように
説明した。但し文字のみの説明では、POP 制作のイ
メージが湧き辛いと判断し、有明図書館員の方々が
作られた一般図書の POP コピーを「2022 年度第 13
回発信型情報サービス演習用レファレンス POP 制
作用参考見本集見本集」として配布した。図 2 はそ
の見本集に掲載した一例である。

POP にするレファレンスブックは、本学大学図書
館蔵書の内、自分の研究分野、卒論テーマ等のレファ
レンスブックの中から、特に良いと判断した一冊と
した。つまり司書課程の授業と、学科での学修を極
力連携させ、今後卒論等をまとめる際に、レファレ
ンスブックを使って貰えるように工夫した。

課題は POP 制作のみとすると、本文を読まずに制
作する可能性がある。また「司書資格取得のために
大学において履修すべき図書館に関する科目（試案）

一覧」の情報サービス演習の授業項目には、「レファ
レンスコレクションの整備」がある2）。従ってこの
指針に沿って、実物の図書で、内容や形態を確認し、

「課題レポート用レファレンスブック評価票」に纏め
る課題も併せて出した。その評価票が図 3 である。
評価票は書誌データ以外に、記述言語、対象範囲、
配列、検索手段の項目を設け、そのレファレンスブッ
クの特徴を把握できるようにした。実際に使用した

印象や、類似書との比較結果等のコメントは、短評
欄に記載させるようにした。第 1 回目の授業の際は、
評価票の書き方と、その内容を POP に反映させるよ
うにと指導した。

通常、演習や実習で制作した作品は、教員の評価
後は、ロッカー等で保管する。しかし単に保管する
だけでは、受講学生のモチベーションが上がらない、
せっかくの力作が死蔵してしまう。この問題解決の
ため、本実習では POP 作品を該当図書と共に、武蔵
野、有明両図書館で展示していただいている。令和
４年度受講学生にはこの展示について第１回目の授
業日に伝えた。

3.2.　レファレンス POP制作実習当日の状況

予定通り、後期の第 13 回目の授業日にレファレン
ス POP 制作実習を行った。当日は、第１回目の授業
日に説明した注意事項の再伝達と共に『武蔵野大学
司書課程・司書教諭課程たより』（以下『たより』）へ
作品掲載について説明した。これらの説明後、大学
で用意した POP 用紙を配り、制作に入った。第１回
目の授業で配布した「2022 年度第 13 回発信型情報
サービス演習用レファレンス POP 制作用参考見本
集見本集」には、用紙のイメージ画像も掲載してい

図 3　レファレンスブック評価票

図２　有明図書館員より提供された POP見本
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たためか、多くの受講学生は事前に構想を練ってき
たようで、全員が時間内に完成した。

完成した受講学生より順次、レファレンスブック
評価票と POP 作品の提出を受けた。その際に『たよ
り』への掲載について確認をしたところ、75 人中 33
人が協力に同意してくれた。これは提出学生の 4 割
以上になる。

4.　令和４年度受講学生作品の大学図書館での展示
情報サービス演習Ⅰの最終授業日に、武蔵野、有

明両図書館に POP 作品を持参し、展示を依頼した。
図 4 は令和 4 年度受講生の作品を展示中の武蔵野図
書館の風景、図 5 は有明図書館の風景である。両図
書館では、春休みの間に展示作業をしてくださった。

5.　おわりに
本学大学図書館員の話によると、POP を見て、該

当図書を手に取る学生がいるとのことである。この
ことからも POP が利用者の役に立っていることが
わかる。これからも POP 制作実習を続けることで、
このような学生を少しでも増やしていきたい。

最後になりますが、本実習のヒントをあたえてく
ださった京都女子大学　桂まに子先生、本演習を蔭
からご支援いただいていた司書課程主任　福士輝美
先生、本学名誉教授　小西和信先生、貴重な POP を
見本としてご提供いただいた有明図書館の皆様、展

示にご協力いただいた武蔵野図書館、有明図書館の
皆様、素晴らしい作品を作り、『たより』へ掲載協力
してくれた令和 4 年度受講学生の皆さんに心より御
礼申し上げます。
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（こいずみ・まり　非常勤講師）

図４　武蔵野図書館の展示風景

図５　有明図書館の展示風景
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令和４年度受講学生の作品
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令和４年度受講学生の作品


